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令
和
5
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
歳
入
・
歳
出
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
支
援
す
る
事
業
に
つ
い
て
国
の
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
活
用
し
て
実
施
し
た
ほ
か
、

老
朽
化
し
た
市
有
施
設
の
改
修
費
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、
安
心
・
安
全
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
必
要
な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
国
補
助

金
等
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、引
き
続
き
予
算
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
執
行
に
努
め
、自
主
財
源
の
確
保
な
ど
を
推
進
し
、

市
民
の
皆
様
の
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
盤
石
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
政
課
　
　
内
線
２
４
１

一
般
会
計
の
内
訳

一般会計
歳　入　①
歳　出　②

歳入歳出差引額　①－②＝③
翌年度へ繰り越すべき財源　④

実質収支額　③－④

800億 4,672 万円
746億 6,522 万円
53億 8,150 万円
8億 3,814 万円
45億 4,336 万円

決算期

特
別
会
計
の
内
訳

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残高

依
存
財
源 自

主
財
源

歳入
800億 4,672万円

歳出
746億 6,522万円

309億8,968万円（38.7%）

57億 9,413万円（7.2%）

38億 6,460万円（4.8%）

309億 8,968万円（38.7%）

339億 298万円（45.4%）

77億 9,996万円（10.4%）

339億 298万円（45.4%）

77億 9,996万円（10.4%）

57億 9,413万円（7.2%）

38億 6,460万円（4.8%）

7億3,676万円（0.9%）3億2,950万円（0.4%）

74億 3,985万円（10.0%）

74億 271万円（9.9%）

63億 632万円（8.4%）

42億 9,036万円（5.7%）

29億 5,614万円（4.0%）

25億 9,665万円（3.5%）

11億 4,544万円（1.5%）

4億3,125万円（0.6%）

3億9,358万円（0.5%）

1億8,240万円（0.2%）

4,167万円（0.1%）

160億 4,282万円（20.0%）

68億 837万円（8.5%）

66億 5,223万円（8.3%）

53億 5,926万円（6.7%）

32億 4,530万円（4.1%）

国民健康保険

駐車場事業

土地区画整理事業

後期高齢者医療

合計

190億 729万円

1,532 万円

17億 1,794 万円

28億 2,624 万円

235億 6,680 万円 231億 8,893 万円 3億 7,787 万円

190億 729万円

1,532 万円

13億 6,666 万円

27億 9,965 万円

0

0

3億 5,128 万円

2,659 万円

（億円）

314億
1,902万円 286億

6,479万円
267億
6,946万円

（年度末）
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問

※各区分の金額と合計は端数を処理しているため、各区分の計と合計が一致しない場合があります。

2市報くまがや  令和6年12月号



令和５年度の主なお金の使いみち 歳出 ( 一般会計 ) の主な事業を紹介します

総　務　費

商　工　費

消　防　費 農林水産業費

教　育　費

土　木　費

衛　生　費

歳出額を市民1人当たりに換算すると 39 万 183 円が使われました

・生活保護事業
・障害者自立支援給付事業
・保育所管理運営経費
・児童手当等支給事業

・道路維持経費
・道路整備事業（繰越明許分含む）
・「総合戦略」池上地区「道の駅」整備事業
・都市公園複合遊具更新事業

42億 6,198 万円
40億 8,673 万円
30億 1,341 万円
23億 6,701 万円

・「総合戦略」スマートシティ推進事業
・総合交通体系整備促進事業
・熊谷市議会議員一般選挙事業
・（仮称）第２中央生涯活動センター整備事業

2億 4,638 万円
1億 7,838 万円
1億　 219 万円

5,807 万円

11億 3,201 万円
7億 5,735 万円
2億 8,653 万円
2億　 140 万円

このほか、価格高騰重点支援給付金給付事業、「総合戦略」こども
医療費助成事業、「総合戦略」放課後児童保育室整備事業、「総合
戦略」民間保育所等施設整備事業などを執行しました。

・小学校・中学校校舎大規模改造事業（繰越明許分含む）
・小学校・中学校トイレ整備事業（繰越明許分含む）
・小中学校GIGAスクール構想事業
・「総合戦略」英語教育推進事業
・文化会館設備改修事業

11億 8,516 万円
9億 1,153 万円
2億 5,399 万円
1億 2,212 万円

2,479 万円
このほか、「総合戦略」学校給食費第三子以降無償化事業、熊谷
学校給食充実事業、情報教育推進事業などを執行しました。

このほか、江南体育館耐震化事業（繰越明許分）、マイナンバーカー
ド等交付事業などを執行しました。

このほか、橋りょう整備事業、市道９０００７号線道路改良事業、
通学路交通安全対策事業などを執行しました。

このほか、「まつりのまち熊谷」伝統行事等支援事業、全国さくら
シンポジウム事業などを執行しました。

※令和 6年 3月 31 日現在の熊谷市の人口 191,360 人で計算

9億　547万円
3億 8,919 万円
1億 5,116 万円

6,866 万円

・新型コロナウイルスワクチン接種事業（繰越明許分含む）
・予防接種事業
・出産・子育て応援事業（繰越明許分含む）
・「温暖化対策」太陽光発電等普及推進事業
このほか、母子保健事業、健康増進事業、「総合戦略」産後ケア事業、
クビアカツヤカミキリ被害拡大防止事業などを執行しました。

6億　304万円
5億 7,506 万円
2億 1,432 万円

2,480 万円

17万7,169円 4万761円 3万8,879円 3万8,685円 3万2,955円 2万2,420円 1万5,448円 1万3,569円 5,986円 2,254円 2,057円

・電子地域通貨発行事業
・「総合戦略」中小企業融資あっせん事業
・「総合戦略」企業誘致推進事業
・「総合戦略」まち元気・熊谷市商品券発行事業

7,173 万円
7,061 万円
6,562 万円

・消防設備充実事業
・消防水利整備事業
・消防団設備充実事業

1億 9,250 万円
7,844 万円
1,166 万円

・多面的機能支援事業
・かんがい排水補助事業（繰越明許分含む）
・産地づくり対策事業

民生費 教育費 総務費 土木費 衛生費 公債費 商工費 消防費 農林水産業費 議会費 労働費

民　生　費
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市ホームページ

健全な財政運営を行っています
～熊谷市の財政状況～

　健全で持続可能な財政状況を継続するためには、市の借金である市債に過度に頼ることの
ない、身の丈にあった財政運営が大切です。今回は、市の財政状況の健全度を診断する健全
化判断比率等をお知らせします。　　

　市が将来負担することになる市債の残高等が、市
税などの経常的な歳入に対してどの程度であるかを
示す指標です。この数値が大きくなると、将来、財
政を圧迫する可能性が高いということになります。
平成２６年度～令和５年度の本市は、将来負担額よ
りも、将来負担額に充当できる地方交付税や基金な
どの金額の方が大きいため、将来負担比率は算定さ
れませんでした。

　それぞれの対象の範囲が赤字だった場合に算定
される指標です。本市では、黒字（または資金不
足なし）が続いているため比率は算定されていま
せん。

将来負担比率

将来負担比率の推移
（この数値が大きくなると、将来、財政を圧迫する可能性が高い）

実質公債費比率の推移
（この数値が大きいほど、返済の資金繰りが厳しい）

実質赤字比率・連結実質赤字比率・
資金不足比率

　市債の償還金である公債費等の負担が、市税など
の経常的な歳入に対してどの程度であったかを示す
指標です。この数値が大きいほど、返済の資金繰り
が厳しいということになります。

実質公債費比率

　現在の市の財政状況は、経費の削減や市債残高の削減などの効果により、将来世代への負担が少ない健
全な状態であるといえます。しかし、人口減少社会を迎える中、社会保障費の増大や公共施
設の統廃合による更新を始めとした様々な課題を抱えており、今後の市の財政を取り巻く状
況は、大変厳しくなることが予想されます。こうした中でも、市の財政のバランスを崩すこ
となく、市民の皆さんが安心して生活できるよう、引き続き健全な財政運営に努めていきます。 
※健全化判断比率等についての詳しい内容は、市ホームページでも公表しています。

財政課　　内線240

※ 早期健全化基準 350.0％
※ R5 の県平均・全国平均は速報値であり、数値が変更になる
　 場合があります。

※ 早期健全化基準 25.0％　財政再生基準 35.0％
※ R5 の県平均・全国平均は速報値であり、数値が変更になる
　 場合があります。
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